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日本最古の土のう（鳥取県本高弓ノ木遺跡）

土木工事で使った木製鋤（奈良県城島遺跡）

粗朶を積む堤（韓国薬泗洞遺跡）

狭山池のルーツ-古代東アジアのため池と土木技術－

展示構成

歴史セミナー
第１回　10月17日（日）　午後２時～３時30分

「発掘調査からみた古代の灌漑と土地開発」
北山峰生（奈良県立橿原考古学研究所）

第２回　11月21日（日）　午後２時～３時30分
「5000年前の巨大水利事業中国良渚遺跡群のダムと水上都市」
中村慎一（金沢大学）

第３回　11月28日（日）　午後１時30分～午後４時
「稲作農耕の始まりと広がり」　工楽善通（本館名誉館長）
「日中韓のため池灌漑」 　小山田宏一（本館館長）

主 催　大阪府立狭山池博物館、大阪狭山市立郷土資料館

後 援　南海電気鉄道株式会社、泉北高速鉄道株式会社

場　　所 ： 大阪府立狭山池博物館　２階ホール
定　　員 ： 60名 ＜入館・聴講無料＞

往復はがき、またはEメールによる申込が必要です。
応募多数の場合は抽選します。

申込期間：セミナーごとに異なりますのでご注意ください。
第１回  9月30日（木）まで
第２回  10月31日（日）まで
第３回  11月7日（日）まで

会 場　大阪府立狭山池博物館　特別展示室

　狭山池博物館ではこれまでの展示で、狭山池に関連する日本国
内の遺跡や遺構に限らず、中国・韓国の遺跡や現役の灌漑施設、
土木技術などを取り上げてきました。開館から20年が経つ中で、各
国で調査が進んで新しい知見が積み重ねられてきました。
 そこで本展では、日・中・韓における古代のため池やため池を造る
際に用いられた技術に関する近年の研究成果や過去の資料の再
調査の成果などを紹介します。
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◎アクセス／
南海電鉄難波駅より高野線にて大阪狭
山市駅下車、西へ約 700ｍ。博物館敷
地内には大型バス・車いす利用者用の
駐車場があります。一般の車両は約
500ｍ西にある狭山池の北堤駐車場を
ご利用ください。大型バスでご来館の
場合は、事前にご連絡ください。

◎所在地／〒589-0007
　　　　　大阪狭山市池尻中２丁目
◎TEL ／ 072-367-8891
◎FAX／ 072-367-8892

　　　　◎開催時間／10：00－17：00
（入館は16：30まで）

◎月曜休館（月曜が、祝休日の場合は翌日）
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I　 東アジアにおける灌漑と農耕
II アジア・モンスーン地帯のため池と土木技術
III　古代日本のため池
Ⅳ　交流と技術

往復はがき（１通につき１名）：往信用うら面には、①氏名、②住所、
③電話番号、④参加希望の回、を明記の上で「特別展歴史セミナー
担当」宛にお送りください。なお、返信用おもて面には郵便番号、
住所、氏名をご記入ください。
Eメール：oubo@sayamaikehaku.osakasayama.osaka.jp
往復はがきと同じ内容を明記して、お送りください。
右のQRコードから直接メールを作成できます。
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